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　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。
この規程は令和5年8月7日から一部改正施行する。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。
学術コーナーへの投稿は，他学術誌と同様に論文の体裁を整える。
（1）緒言（はじめに）　（2）対象および方法（または症例）　（3）成績（結果）　（4）考案
（5）結語（むすび）　（6）引用文献

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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原稿分量
【別表１】
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基　本　形
約２００字

半頁の大きさ
約７５０字

【別表2】
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この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
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原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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民間組織「人口戦略会議」は「将来的に
消滅の可能性がある」全体の 40％に当たる
744 市町村 ( 鹿児島県内は 15 市町村 ) を公
表しました。2050 年までに 20 ～ 30 代女性
が半数以下になるとの推計が根拠とのことで
す。人口減少の深刻さを感じます。対策とし
て若い女性の就労環境，子育てしやすい環
境等が鍵となるようです。身近なところでは，
鹿児島県においていまだ実現していない「こ
ども医療費の窓口負担ゼロ」を早急に実現さ
せてほしいものです。
「誌上ギャラリー」は有里敬代先生から「花

菖蒲」です。桜島を背景に畑一面に咲き誇っ
ている花菖蒲は見事です。気持ちが癒されま
す。
「論説と話題」は丸山慎介先生から「起立

性調節障害の理解と学校での対応」です。
起立性調節障害は中高生の１～２割が罹患す
る自律神経機能不全による身体疾患であり，
それを本人や周囲 ( 家族，学校 ) が理解する
ことが治療に結び付き大変重要です。また学
校との連携は本人の安心感を得るためにとて
も重要です。

鹿児島市医師会役員等選挙が行われ，次
期役員が決定しました。会長として 4 期目の
就任となります上ノ町 仁先生の「会長候補者
所信表明」で，「会員のニーズにしっかりお応
えし，未来へ安定成長させる」を念頭に尽
力する所存ですとのお言葉をいただきました。
よろしくお願い致します。
「学術」は池田真紀先生から「急性膵炎の

発症が先行し，劇症 1 型糖尿病と考えられた
1 例」です。1 型糖尿病発症時の自己免疫性
の膵β細胞障害により膵外分泌障害および膵
腫大を呈した稀な経過と考えられるようです。
「医師会病院だより」は園田拓郎先生から

ペインクリニック内科の紹介です。ペインクリ
ニック治療，神経ブロック治療の適応になら
ない疾患や難治な疼痛に対する積極的な漢
方治療，がん患者サポート治療を三本柱とし

て診療を行っています。痛み（少）なく元気
な高齢者を目標に痛みの治療の実践と全人的
な医療を心がけています。ご紹介よろしくお
願い致します。
「随筆・その他」は粟博志先生から「音

楽の散歩道　その９の１－演奏が世界的セン
セーションを起こしたピアノ独奏曲とマウリ
ツィオ・ポリーニ－」です。いつもありがとう
ございます。

小田原良治先生から「制度創設時に立ち返
り医療事故の定義を再確認しよう（７）」です。

「医療事故」という言葉は，専ら「医療安全」
の用語として，その要件である「予期」とい
う用語とともに新しい法的意味を持ったとの
ことについて詳細に解説していただきました。
「リレー随筆」は藤田俊浩先生から「或阿

呆の断酒回顧録」です。健診結果に焦ったこ
とから始まり，奥様の支えのもと見事断酒に
成功した経過がユーモラスに描かれています。
定期的な健診でのモニタリング，適度な飲酒
が人生を楽しむコツのようです。
「区・支部だより」には，令和 5 年度各区・

支部長退任の挨拶，令和 6 年度各区・支部
長の先生方に就任の挨拶をいただきました。
ありがとうございました。そしてよろしくお願
い致します。

未来のタカラジェンヌを養成する宝塚音楽
学校の入学式が行われ 112 期生の 40 人が憧
れの舞台への第一歩を踏み出しました。鹿児
島市からも見事合格し新たな挑戦を始める若
者がいます。時代にあわせた改革に取り組む
ことを約束した新しい環境の中で，若い力が
のびのびとその実力を発揮していけるような
世界であってほしいと切に願います。いつの
日か舞台で輝いている姿を観てみたいもので
す。

（編集委員　今村 直人）
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